
 

全国安全週間を迎えるに当たっての緊急メッセージ 

（千葉県下の事業者の皆様へ） 

 

〇 千葉労働局では、平成 30 年度を初年度とする５年間を計画期間とする第 13 次労働

災害防止計画を推進しており、計画目標（2017 年と比較して 2022 年の死亡者 15％減、

休業４日以上の被災者数 5％減）の達成に取り組んでいるところです。 

 

〇 こうした中、昨年（平成 30 年）の県下の労働災害発生状況は、死亡者数は一昨年比

15 人減の 28 人と過去最少になったものの、休業４日以上の死傷者数は、同 8.5％増の

5,535 人と直近 20 年でも最悪水準（最多の平成 20 年の 5,596 人に匹敵する水準）とな

りました。 

労働災害は、今年になっても歯止めかからず、４月末現在までに届出があった被災

者数は 1,059 人と前年同期をさらに上回ったほか、死亡災害については４月の１か月

間だけで６人もの方の尊い命が失われるという極めて憂慮すべき事態となっています。 

死亡災害の態様としては、高所からの墜落、フォークリフト運転中の横転、交通事

故など、これまでも多く発生してきたいわゆる在来型災害であり、いずれも事前に対

策が検討されていれば防止できたと考えられるものばかりです。 

 

〇 今年も７月１日から「全国安全週間」が、「新たな時代にＰＤＣＡ みんなで築こう 

ゼロ災職場」をスローガンの下に実施され、６月１日には、その準備期間が始まりま

す。 

県下で労働災害をこれ以上決して生じさせないようにすべく、この機会に皆様それ

ぞれの職場において、今一度各種安全基準、資格、機械・器具等の点検整備状況をご

確認いただくとともに、ＰＤＣＡを意識した安全衛生活動を積極的に推進し、すべて

の人が安心して安全に働ける職場環境を実現しましょう。 
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